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1641現象の週期を．求める圖形。籔理ゴ．百が用ひる．太陽黒黙の週期も此の方法で定める
1642軌道が第3天膿の引力作用によって多少攣化すること．力學上の難問題である．
1643　一般的な掘動f”’用で，特別な條件を含まないもの．
1644　一定の週期で繰り返される撮動，遊星や衛星には此の種のものが多い。．
1645　遊星が他の遊星や圭星に作用する撮動．
1646過期的な．ものでなく，頒「漁進的に行はれる擶動作用，長年には大効果を示す．
16i7　一般的でなく，特殊な條件の一ドに行はれる括動．　　　　　「皆これに因って趣る．
1648月が太陽のために受ける撮動．白道面の移動や，蓮行速度，軌道の形の鐘化な．ど・
1649遍期塗動中に現はれる形lift・．例ば月の盈虚の姿など．攣星蓮星等にも用ひられる滑
1650　月の盈虚、昔から人に納まれ，月の∋皇観の一周原因となってみる．週期は29日牛．
1651太陽及び地球との三角三二上に現はれる遊星の形相．望遠鏡裡に見える姿，
1652善意に支配されぬ天然界に現はれる見かけの姿．
1653天心が現はす天然現象．あらゆる千丈學上の研究橘湾である・
1654大氣によって起される現象，例へば虹，量，璋明など，A般の氣象的な現象．
1655天空中に趨される現象．大氣現象と輝別される．
1656　宇宙間に起る現象．地上や大気中のものと廣別する語，
1657地上の諸現象と暉別して，天騰，大氣，宇宙問等の諸学莱を示す通俗語・
i658　時々正んだり，叉，時々思ひ出したかのやうに起る現象．塑星の中に此の種あb．
1659晴曇風雨の如き謹言上の諸現象，叉，7綬に瀬野の大野中に於いて行はれる現象．
1660　太陽に直接關魅する現象．太賜の光，熱，池波，電子流，黒黙，白絞，紅焔，コロナ演芸光弊
1661　地球に直接閣外する現象．例へば潮汐7北’r・光，二等，夜光雲，光の屈折，減光等
1662　日出前とか日浸後とかに現はれる光明の現象薄明の明るさは高度に反比例すeる．
1663光のエネルギ1こ刺激されて竜氣が起る物理現象で，之を星の光度の測定に利用する
1664三富術は曇明後すぐ太陽や月の撮影に心用されたが，恒星め寓眞は1882年に始まる
1665天文學に鷹用される寓眞術．近年は之に專用の望遠鏡が登遠しつ5ある．．
1666色罵眞は1912年頃から，叉，赤外罵眞は1924年ヒ百から天丈學に慮用された．
1667　眼と同じ感じの罵眞術で，天丈言上では光度の観測に多く用ゐられる．．
1668董から赤まで全くこての波長を利用して界即する蔦眞術で）’近年急に螢達して來た。
1669太陽の罵眞撮影で，玉874年グ1〕ニチ天気嚢で始め，今は世界各地で行はれる．
1670登光鰹の光度を測定する器械．天丈學者の使ふものも物理學者のものも鳶頭は多い
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18行目，英語　　　　Marldian　arc、　　　Meridian　arc
　t／　，点語　　　　der　Medidianbogen　der　Meridianbogen
23行目、支那語「渾天輪」バー行下へ下ゲル
下ヨi）　12～15行目，支那語欄ノ「古代の天文學，叙述天丈學，天丈力
回外野天丈馴ノ四ツ・・ソレゾ明～語欄二移ズ
2行目，英諦　　　．Marρury　　　　　Mercury
